
安心安全を担保し、かつ品質を向上しながらプラスチック削減を推進

内
容 

・ 

目
的

オリジナル商品で使用する容器を環境配慮型素材
にすることでプラスチック使用量の削減を目指す

⇒2030年の目指す姿　50％
2050年の目指す姿　100％

効
果

・チルド弁当の容器を紙素材へ変更
⇒削減量　761ｔ/年
・おにぎりのパッケージに
　ボタニカルフィルムを使用
⇒削減量　556ｔ/年
・小容量のお惣菜やサラダシリーズ
　カップデリの容器の蓋をトップシールに変更
⇒削減量　766ｔ/年

所在地  東京都千代田区二番町8番地8 ＰＲ

従業員数 8,248人 環境負荷低減を推進し、豊かな地球環境を未
来世代につないでいくため、グループ全従業
員が一丸となって、４つのテーマで2050年の
目指す姿を発表
①CO2排出量削減　
②プラスチック対策
③食品ロス・食品リサイクル対策
④持続可能な調達
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射水市指定ごみ袋をレジ袋の代わりに1枚単位で販売試行実施！

内
容 

・ 

目
的

購入商品を入れるレジ袋に代えてごみ袋を購入し、
使用後はごみ袋として再利用

射水市内9店舗、富山市1店舗　10店舗で試行

マイバック持参運動を補い、レジ袋の利用を削減
することで、プラスチックごみの削減に向けた取
り組みを推進し、温室効果ガス排出量の削減を図
る

効
果

試行期間：1か月
10店舗：平均10枚前後販売

1枚1枚の積み重ねが大きな効果に繋がることを
期待
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